
《学校教育目標》ともに学び こころも からだも じょうぶな子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

   夢に向かって 
 

今年も箱根駅伝に釘付けになってしまった。極限まで自分を追い込んだ選手が、汗まみれの襷を次の

走者に手渡し路上に倒れ込む。持てる力の全てを出し切った姿がテレビに映し出される。すかさず仲間

が選手を抱きかかえベンチに誘導する。毎年の光景であるがとても感動する。 

以前勤務していた中学校で陸上部の顧問をしていた。その時に出会った選手の話である。 

３年前。令和になって最初の箱根駅伝復路。当日変更で彼の名前がテレビに映し出された。最初で最

後の箱根路。箱根を走るという４年越しの夢が叶った瞬間であった。 

その選手の小学校時代は、「走ることが苦手で…。校内のマラソン大会も決して上位に入る選手では

なく…。だから少しでも…。」という思いで陸上をはじめたのだと家族から聞いたことがある。しかし

中学に入学し陸上部での練習、駅伝チームでの練習を積み重ねていくと、その可能性を次々に引き出し

ていった。中１の夏 1500ｍで比企地区大会優勝。中２の秋 800ｍで県大会３位入賞。駅伝で関東大会出

場。中３の夏 1500ｍで関東大会４位入賞､愛知県で行われた全国大会には 800ｍと 1500ｍで出場した。

高校３年時は、高校駅伝埼玉県予選で１区区間賞。初めて出会った時の姿からは、想像も出来ないほど

輝かしい実績を次々に残していった。今思い起こすと、その選手にはその当時、他の選手とは違ったと

ころが多くあった。たとえば大会で、レースのペース配分、ウォーミングアップからスタートラインに

着くまでの動き、そしてレース後のクールダウンなど、決勝を走りきるまでのタイムスケジュールを全

て分単位でメモをしていたことだ。さらに、目標とする記録、大会後の反省点など、そのメモ帳には細

かく記されていた。そして何より、素直な性格であったことが想起される。 

平塚中継所。彼に襷が渡る。どきどきしながらテレビに集中する。駅伝ファンなら誰もが知っている

ユニホームを身に着けた彼が輝いて見える。力強い走りで、前を行く選手を追う。彼のこれまでの４年

間を思うと、険しい道のりだったと思う。ただ、ひたむきに努力する気持ちは、どんなに調子が悪い時

でも失ってはいなかった。戸塚中継所。次の走者に襷を託す。走り終えた彼は笑顔だった。その笑顔は

中学生の陸上大会で初めてトップでゴールに飛び込んできた時と同じだった。彼の好走もチームに大き

く貢献し上位でゴールした。あの時語った夢を彼は実現させた。夢を実現させることはたやすいことで

はない。でも、夢を持たなければこの日は無かったはずだ。夢に向かうこと、それは、日々の努力とい

う準備が不可欠である。そのことを改めて教えてもらった。 

今日から学校は３学期だ。児童一人一人が夢や目標を思い描いて登校してきたことと思う。今の自分

にできることを積み重ね、夢の実現に向けてほしい。叶えたいと思わなければ夢は近づいてこない。 

 

   野本小だより 令和６年１月号 

令和６年１月９日   東松山市立野本小学校長 澤田 貴雄 
                                    ℡ ２２-０５１７ 

野本小プライド 『あいさつ 返事 清掃 読書 歌声』 

のもとん 

 あけましておめでとうございます。保護者、地域の皆様には、昨年、本校の教育活動に多大なるご協力

とご支援をいただきまして誠にありがとうございました。これまで児童たちは日頃の学習のみならず様々

な行事にも一生懸命に取り組み大きな成果を上げることができました。また、１５０周年記念式典を機に

新たな一歩を踏み出したところです。学年の総仕上げでもあります３学期も、児童たちが充実した学校生

活が送れますように、お力添えいただきますようよろしくお願い申し上げます。 



                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東松山地区書きぞめ展覧会（野本小会場）について 

今年度は展示された児童生徒、その家族のみの入場となります（推薦のみ展示）。該当するご家庭には

後日連絡いたします。 

１月の行事予定 

7(日)冬季休業日                                                                     
8(月)成人の日                                    
9(火)始業式 ３時間授業 一斉下校                                                     

10(水)３時間授業 身体測定（３４５６年生） 

   ノーゲームデー                                             
11(木)給食開始 委員会 競書会  

身体測定（１２年生、ひまわり）                               
12(金)                                   
13(土)                            
14(日)                      
15(月) 
16(火)                   
17(水)                                                 
18(木)クラブ                     
19(金)  
 

20(土)東松山地区書きぞめ展覧会（野本小会場）                                                                      
21(日)                                   
22(月)                  
23(火)                         
24(水)保護者希望教育相談日  

ノーゲームデー                       
25(木)クラブ 校内書きぞめ展 
   学校運営協議会 
26(金)避難訓練（不審者対応）  

校内書きぞめ展                        
27(土)                      
28(日)                      
29(月) 
30(火) 
31(水)中学校入学説明会                                      
 
２月 
１(木)委員会                      
 

アウトリーチコンサート［４年生 １1月２９日（水）］ 
               アウトリーチコンサートは、プロの生演奏を聴くことにより、音

楽の素晴らしさや楽しさを感じることをねらいとしています。今年
度はヴィオラの生野正樹さんとピアノの後藤秀樹さんに演奏をして
いただきました。演奏の合間にはクラシック音楽について古典派や
ロマン派の話を楽しく教えていただきました。またバッハやヘンデ
ル、モーツアルトなど児童たちにもなじみの作曲家の作品を目の前
で披露していただき、児童たちは聞き入っていました。 

  

 

 

 

 

スマホ安全教室［６年生 １２月１日（金）]  

             埼玉県県民生活部青少年課の村田千鶴様をお招きしスマートフォンの 

安全な利用の仕方について学びました。ゲームやスマホによる長時間の
動画視聴などにより、体に良くないことを分かっているのに止められな
い依存症などの弊害が起こること。SNSによる友人間のトラブルが急増
していること。など丁寧に教えていただきました。 

児童たちには、スマホなどの通信機器を持っている場合にはルールや
マナーを持って正しく安全に使用してほしいと思います。              

 

 

 

              

 

給食センター訪問［２年生 １２月１日（水）]  
             児童たちは、日頃からおいしい給食を提供していただいている給食セン

ターの施設見学にわくわくした様子で歩いてセンターに行ってきました。 
建物内の２階には見学スペースがあり、調理の様子や家のものとは比べ

物にならないくらい大きな調理器具にびっくりしていました。栄養教諭の
佐藤先生がクイズ形式で丁寧に食材や給食のことについて話をしてくれ
て、児童たちも興味津々とメモを取りながら学習をしていました。        

 
 
 
 
 

 

 

 

 


